
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
を
利
用
し
、
２
０
２
１

年
に
従
来
の
ウ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ィニッシュ

※

１
か
ら
ツ
ー
サ
イ
ト
農
場※

２
へ
と
切
り
替
え

ま
し
た
。
既
存
施
設（
現:

第
一
繁
殖
農
場
）

を
改
修
し
、
母
豚
５
０
０
頭
か
ら
１
０
０
０

頭
ま
で
規
模
を
拡
大
。
こ
れ
は
、
組
合
生

産
者
の
離
農
に
よ
る
規
模
縮
小
を
補
う
た
め

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

年
間
離
乳
頭
数
も
２８
・
７３
頭
／
５
カ
月
前

母
豚
数
（
図
３
）
を
記
録
。
東
北
エ
リ
ア
に

お
け
る
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
集
計
農
場
（
ハイ
コ
ー
プ
豚
）

２４
農
場
中
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
肥
育
豚

の
体
重
を
自
動
計
量
し
て
出
荷
で
き
る
豚
を

自
動
的
に
選
別
す
る
設
備
で
す
。
肥
育
エ
リ

ア
・
給
餌
エ
リ
ア
・
出
荷
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ

て
お
り
、
餌
を
食
べ
た
い
豚
は
オ
ー
ト
ソ
ー
タ
ー

頭
数
の
設
定
を
行
う
だ
け
で
、
適
正
体
重

の
豚
が
肥
育
エ
リ
ア
か
ら
出
荷
エ
リ
ア
へ
と
誘

導
さ
れ
ま
す
。
基
準
を
満
た
さ
ず
、
は
じ
か

れ
た
豚
は
、
給
餌
エ
リ
ア
を
経
由
し
て
再
度

肥
育
エ
リ
ア
に
戻
さ
れ
ま
す
。
給
餌
エ
リ
ア
に

豚
が
と
ど
ま
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
水
飲
み
場

は
給
餌
エ
リ
ア
に
置
か
ず
、
肥
育
エ
リ
ア
の
み

に
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
荷
が
進
ん
で
豚
房
内
の
豚
が
少

繊
維
質
高
め
の
飼
料
を
給
餌
し
、
丈
夫
な

腹
づ
く
り
を
し
て
い
た
た
め
食
い
込
み
の
悪
化

を
防
ぎ
、
初
産
で
も
成
績
の
低
下
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、人
工
授
精（
Ａ
Ｉ
）

時
に
使
い
捨
て
手
袋
を
使
用
。本
交
の
場
合
、

１
頭
ご
と
に
手
袋
を
交
換
し
、
陰
部
を
広
範

囲
に
丁
寧
に
洗
う
な
ど
衛
生
レベル
を
向
上
さ

せ
た
こ
と
で
、
種
付
け
成
績
を
さ
ら
に
向
上

題
と
な
り
ま
し
た
。
ロッ
ト
を
徐
々
に
大
き
く

す
る
た
め
、
今
ま
で
の
母
豚
の
ロッ
ト
を
意
図

的
に
崩
し
、
古
い
豚
の
更
新
・
導
入
豚
の
数

を
調
整
し
て
一
定
の
入
舎
頭
数
に
な
る
よ
う

な
ロ
ッ
ト
づ
く
り
を
行
い
、
各
ロ
ッ
ト
の
平
準

化
を
目
指
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
初
産
が
一
気
に
増
え
る
こ
と
に

よ
る
成
績
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、

の
施
策
で
も
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
第
一
肥
育
農

場
の
建
設
で
す
。
既
存
母
豚
を
減
ら
さ
ず

ツ
ー
サ
イ
ト
農
場
に
改
修
す
る
た
め
、
新
規

農
場
の
建
設
か
ら
着
手
し
ま
し
た
。
飼
育

中
の
肥
育
豚
を
新
し
い
第
一
肥
育
農
場
へ
移

動
さ
せ
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
肥
育
舎
は

離
乳
子
豚
舎
と
し
て
活
用
。
子
豚
舎
は
、

分
娩
・
妊
娠
豚
舎
と
し
て
改
築
し
、
第
一

繁
殖
農
場
と
し
て
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
よ
り
約
９
カ
月
か
け

て
、
産
次
構
成
や
３
年
後
の
更
新
ピ
ー
ク
も

考
慮
し
な
が
ら
母
豚
を
導
入
し
、
第
一
繁
殖

農
場
で
は
母
豚
を
約
８
２
０
頭
飼
育
し
て
い

ま
す
。

規
模
拡
大
後
、
母
豚
の
ロッ
ト
管
理
が
課

農
場
の
規
模
拡
大
と

生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て

養豚

を
通
り
、
給
餌
、
あ
る
い
は
出
荷
エ
リ
ア
に

分
け
ら
れ
ま
す
。こ
の
設
備
の
導
入
に
よ
っ
て
、

出
荷
に
か
か
る
業
務
の
省
力
化
が
期
待
で
き

ま
す
。

現
在
、
第
一
肥
育
農
場
に
は
農
場
長
含

め
３
名
の
従
業
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
に
直
結
す
る
体
重
測
定
は
オ
ー
ト
ソ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
作
業
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
し
た
い
体
重
や

な
く
な
っ
て
き
た
時
は
、
半
分
の
面
積
で
飼

育
で
き
る
よ
う
に
豚
房
を
分
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
オ
ー
ルア
ウ
ト
前
で
も

洗
浄
作
業
に
取
り
か
か
れ
る
つ
く
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

体
重
測
定
や
選
畜
に
人
手
を
割
か
な
く
て

よ
く
な
る
こ
と
で
、
少
人
数
で
の
運
営
を
可

能
に
し
、
第
一
肥
育
農
場
だ
け
で
も
年
間
約

１
万
頭
、
の
だ
フ
ァ
ー
ム
全
体
で
同
２
万
６

千
頭
の
出
荷
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
株
式
会
社
化
に
と
も
な

う
課
題
解
決
や
新
技
術
導
入
支
援
な
ど
、

き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
農
場
立
ち

上
げ
時
の
生
産
体
制
構
築
に
協
力
し
、
以

降
も
良
好
な
関
係
は
続
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式

会
社
で
は
海
藻
粉
末
を
配
合
し
た
仕
上
げ

段
階
の
専
用
飼
料
を
つ
く
り
、
一
般
の
豚
と

の
差
別
化
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
食
べ
た
豚

は
野
田
村
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド
ポ
ー
ク
「
南
部

福
来
豚
」
と
し
て
、Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
や
株

式
会
社
い
わ
ち
く
と
協
力
し
販
売
し
て
い
ま

す
。小

規
模
な
養
豚
農
家
が
減
少
し
て
い
く
現

在
、
株
式
会
社
の
だ
フ
ァ
ー
ム
の
よ
う
な
大

規
模
農
場
の
存
在
感
は
一
層
増
し
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
も
株
式
会
社
の
だ
フ
ァ
ー
ム
の

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ン・ト
ゥ
ー・フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
か
ら
ツ
ー
サ
イ
ト
農
場
へ

生
産
性
の
向
上
や
資
産
形
成
を
図
る
う
え
で
、農
場
の
規
模
拡

大
は
重
要
な
課
題
で
す
。今
回
は
、岩
手
県
野
田
村
を
中
心
に

養
豚
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
株
式
会
社
の
だ
フ
ァ
ー
ム
の
取

り
組
み
か
ら
、地
域
の
特
色
あ
る
畜
産
振
興
を
紹
介
し
ま
す
。

常時母豚数（頭）

規
模
拡
大
へ
の
取
り
組
み

規
模
拡
大
後
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て

オ
ー
ト
ソ
ー
タ
ー
の
活
用

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
関
わ
り

図2　肥育豚の移動先（増頭前・後）

図1　のだファーム全体の
           常時母豚数の推移

前
身
の
農
事
組
合
法

人
野
田
協
業
養
豚
組
合

設
立（
１
９
７
４
年
）か
ら

数
え
、今
年
で
48
年
を
迎

え
る
養
豚
生
産
法
人
で

す
。経
営
の
安
定
化
や
意

思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
化
な
ど
を
図
る
た
め
、

２
０
１
８
年
に
株
式
会
社
化
し
ま
し
た
。

現
在
は
第
一
繁
殖
農
場
、第
二
農
場（
一

貫
）、第
三
繁
殖
農
場
、第
一
肥
育
農
場
、第

三
〜
六
肥
育
農
場
の
８
農
場
を
運
営
し
て

い
ま
す（
図
２
）。

畜産クラスター事業を活用して新設した第一
肥育農場

株式会社のだファームのあゆみ

ＡＩ陰部洗浄（ロンテクト）により衛生レベルを向上

1出荷（手前）・給餌（左奥）・肥育（右奥）に分けられたエリア　2豚房を半分に仕切る壁
3野田村産ブランドポークを周知するためのブランド戦略

増頭前 増頭後

母豚約320頭
（一貫）

母豚約820頭
（繁殖）

母豚約110頭

第一繁殖農場

第二農場（一貫）

母豚約70頭
第三繁殖農場

第一肥育農場
第四肥育農場
第五肥育農場
第六肥育農場

第三肥育農場

令和2年度 令和3年度 令和4年度

500

932

1,000

400

600

800

1,000

1,200

1

3 2

※1　ウィーン・トゥー・フィニッシュ：離乳から出荷まで同じ豚舎で肥育する飼養方式
※2　ツーサイト農場：子豚の繁殖と肥育を地理的に分離した2つの農場で行う方式　

株式会社のだファーム
平谷東英代表取締役

図3　離乳頭数/５カ月前母豚数
　　 （第１繁殖農場）
離乳頭数/５カ月前母豚数(頭)

増頭前

26.8

増頭後

29.7

24

26
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30

32
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